
（14）大学院 人文社会学研究科 

時期 入学前・入学時 在学中 修了時・修了後 

評価 
基準 

アドミッション・ポリシーを満たす人材

か 
カリキュラム・ポリシーに即して学修が進められているか ディプロマ・ポリシーの各項目を満たす人材になったか 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

【博士前期課程】 

・一般選抜 

専門科目（小論文の作成、論述問題） 

外国語（英語）、面接試験 

・社会人選抜 

専門科目（小論文の作成、論述問題）、 

面接試験 

・帰国学生・外国人留学生選抜 

専門科目（小論文の作成、論述問題）、 

面接試験 

 

【博士後期課程】 

・一般選抜 

外国語（英語）、面接試験 

・社会人選抜 

専門科目（小論文の作成、論述問題）、 

面接試験 

セメスター毎に、以下の項目について単位取得状況に

より評価を行う。 

 

【博士前期課程】 

（１）社会福祉に関する高度な学識を養い、高度の専

門性を修得する。 

（２）主指導教員・副指導教員の担当分野（「基礎理論

分野」「政策・制度分野」「援助技術分野」）の専

門科目を中心に、専門講義科目、専門演習科目、

専門研究科目を学修する。 

 

【博士後期課程】 

（１）社会福祉の専門研究を継続する能力、高度の見

識と豊かな学識を修得する。 

（２）主指導教員・副指導教員の担当分野（「基礎理論

分野」「政策・制度分野」「援助技術分野」）の専

門科目を中心に、特殊研究科目、特殊演習科目、

特殊講義科目を学修する。 

人文社会学研究科のディプロマ・ポリシーに掲げる３つ

の資質・能力をもつ人材になったかを、下記により総合的に

評価します。 

 

＜修了時＞ 

【博士前期課程】 

（１）修士論文の評価 

（２）修士論文の口頭試問 

（３）修士論文発表会での評価 

 

【博士後期課程】＊満期退学者を除く 

（１）博士論文の評価 

（２）博士論文の公開審査委員会 

（３）博士論文発表会での評価 

 

 

＜修了後＞ 

・外部評価結果 

科目 ― 成績評価（試験、レポート、討論など） ― 

学生 研究指導の中で、研究指導教員との振り返りを通して自己省察を行う。 

 




